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総
務
文
教
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

福
祉
環
境
常
任
委
員
会

　
平
成
28
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
、『
住
み

や
す
さ
ナ
ン
バ
ー
１
の
ま
ち
』
を
将
来
都
市

像
に
掲
げ
る「
第
５
次
八
潮
市
総
合
計
画
」が
、

『
共
生
・
協
働
』
と
『
安
全
・
安
心
』
を
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
理
念
と
し
て
、
い
よ
い
よ

ス
タ
ー
ト
致
し
ま
す
。

　
目
標
年
次
で
あ
る
平
成
37
年
度
を
見
据
え

て
、
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
や
大
規
模

災
害
へ
の
備
え
等
、
地
域
が
抱
え
る
様
々
な

課
題
を
先
送
り
せ
ず
、
先
駆
的
な
取
り
組
み

事
例
に
学
び
、
時
代
を
先
取
り
し
た
柔
軟
で

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
行
政
経
営
を
推
進
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
と
行
政
と
の

枠
を
超
え
て
、『
オ
ー
ル
八
潮
』
の
体
制
で
、

誰
も
が
「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
」
と
誇
れ

る
ま
ち
を
創
る
こ
と
に
、
共
に
全
力
で
挑
戦

し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

議会報編集委員会から

編 集
後 記

（
金
子
壮
一
）

特
別
委
員
会
関
係

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
分
割

付
託
１
議
案
、
平
成
28
年
度
八
潮
市

一
般
会
計
予
算
の
分
割
付
託
１
議
案
、

そ
の
他
13
議
案
の
あ
わ
せ
て
15
議
案

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

八
潮
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
で
は
、
意
見
と
し
て
、

「
反
対
の
立
場
で
討
論
し
ま
す
。現
在
、

議
会
運
営
委
員
会
で
議
会
改
革
に
つ

い
て
議
論
を
し
て
い
ま
す
。
政
務
活

動
費
に
つ
い
て
は
、
増
額
を
求
め
る

意
見
に
つ
い
て
議
論
を
し
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
残
金
を
計
上
し
て
い
る
会

派
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
そ
の

支
出
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公

開
に
至
ら
な
い
中
で
は
引
き
上
げ
に

賛
成
で
き
な
い
旨
表
明
し
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
引
き
上
げ
に
反
対
し
ま
す
。」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。　
　

　

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
で
は
、
意

見
と
し
て
、「
反
対
の
立
場
で
討
論
し

ま
す
。
報
酬
審
議
会
の
議
論
を
経
て

提
案
さ
れ
て
き
た
も
の
と
理
解
を
し

ま
す
が
、
議
会
運
営
委
員
会
の
議
論

の
際
に
も
述
べ
ま
し
た
と
お
り
、
同

様
の
人
口
規
模
の
他
自
治
体
と
比
較

し
て
も
報
酬
額
に
大
き
な
違
い
が
な

い
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
一
方
市
民

に
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
を
は

じ
め
、
税
と
社
会
保
障
の
一
体
的
改

革
の
下
、
次
々
と
負
担
が
増
え
て
い

ま
す
。
よ
っ
て
引
き
上
げ
に
反
対
し

ま
す
。」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て
で
は
、

「
資
料
館
運
営
事
業
に
お
け
る
太
陽
光

発
電
設
備
設
置
工
事
費
に
つ
い
て
工

事
が
完
了
し
た
よ
う
だ
が
実
際
の
発

電
状
況
は
」
と
の
質
疑
に
対
し
、「
平

成
27
年
10
月
30
日
に
工
事
の
施
工
が

完
了
し
、
11
月
は
８
０
０
キ
ロ
ワ
ッ

ト
、
12
月
は
９
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、

１
月
は
９
５
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
発
電
を

行
っ
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

15
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
分
割

付
託
１
議
案
、
平
成
28
年
度
八
潮
市

一
般
会
計
予
算
の
分
割
付
託
１
議
案
、

そ
の
他
17
議
案
の
あ
わ
せ
て
19
議
案

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
予

算
歳
入
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
認
定
申
請
等
手
数
料
に
つ
い
て
、

「
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
認
定

申
請
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
」
と
の

質
疑
に
対
し
、「
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
が
、

平
成
27
年
７
月
８
日
に
公
布
さ
れ
、

平
成
28
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
よ
る
新
し
い
制
度
で
あ
る
。

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
、
東
日

本
大
震
災
以
降
、
一
層
、
逼
迫
し
て

お
り
、
国
民
生
活
や
経
済
活
動
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
産
業
・

運
輸
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
減

少
す
る
中
で
、
建
築
部
門
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
は
増
加
し
て
い
る
。
現
在
、

全
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
３
分
の
１

を
占
め
て
お
り
、
建
築
物
部
門
の
省

エ
ネ
対
策
の
抜
本
的
強
化
が
必
要
不

可
欠
な
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
法
律

が
制
定
さ
れ
た
。
今
回
、
建
築
物
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
認
定
申
請
等
手

数
料
は
２
種
類
あ
り
、
建
築
物
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
認
定
申

請
と
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

認
定
申
請
が
あ
る
。
建
築
物
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
認
定
申
請

と
は
、
建
築
物
の
新
築
や
増
改
築
を

行
う
場
合
、
省
エ
ネ
の
誘
導
基
準
に

適
合
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
所
管

行
政
庁
に
よ
り
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
。
省
エ
ネ
向
上
の
た
め
の

太
陽
光
発
電
や
燃
料
電
池
設
備
、
コ

ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
等
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
建
築
物
の
容
積

率
算
定
の
際
、
通
常
の
床
面
積
を
超

え
る
部
分
を
、
延
べ
面
積
の
10
分
の

１
を
限
度
に
、
容
積
率
の
緩
和
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
認
定

申
請
と
は
、
既
存
の
建
築
物
の
所
有

者
が
省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
て
い
る

こ
と
を
所
管
行
政
庁
に
よ
り
認
定
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
認

定
を
受
け
る
と
基
準
適
合
認
定
マ
ー

ク
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

19
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成
27
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
分
割

付
託
１
議
案
、
平
成
28
年
度
八
潮
市

一
般
会
計
予
算
の
分
割
付
託
１
議
案
、

そ
の
他
10
議
案
の
あ
わ
せ
て
12
議
案

の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
５
号
）で
は
、意
見
と
し
て
、

「
今
回
の
補
正
予
算
は
、
福
祉
給
付
金

等
国
の
平
成
27
年
度
補
正
予
算
に
関

連
し
た
事
業
も
多
い
こ
と
か
ら
、
多

額
の
補
正
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
な
ぜ
国
が
こ
ん
な
予
算
措

置
を
し
た
の
か
問
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
国
民
生
活
は
、
消
費
税
引

き
上
げ
や
円
安
に
と
も
な
う
物
価
の

高
騰
、
ま
た
実
質
賃
金
が
下
が
り
続

け
た
ま
ま
で
す
。
地
方
活
性
化
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
要
因
そ
の
も
の

に
つ
い
て
国
の
反
省
が
求
め
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
補
正
で
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
周
辺
環
境
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
事
業
途
中
で
の
中

断
と
い
う
こ
と
で
予
算
執
行
上
の
姿

勢
が
問
わ
れ
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
連
し
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
に
つ
い
て
の

予
算
に
つ
い
て
は
制
度
自
体
へ
の
問

題
を
抱
え
た
ま
ま
の
実
施
で
あ
り
、

認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

以
上
意
見
を
申
し
述
べ
、
本
予
算
に

反
対
と
い
た
し
ま
す
。」
と
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

12
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

■
公
共
施
設
等
調
査
特
別
委
員
会

　

２
月
29
日
、
八
潮
市
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
計
画
に
つ
い
て
執

行
部
よ
り
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

■
議
案
第
54
号
　
八
潮
市
教
育
委
員

根
４
８
０
番
地
）
の
推
薦
に
つ
い
て

同
意
し
ま
し
た
。

■
宇
宙
船
地
球
号
を
守
る
為
の
陳
情
・

地
球
社
会
建
設
決
議
陳
情
書

陳
情
者
住
所　

横
浜
市
中
区
本
郷
町

３―

２
８
７

陳
情
者　

荒
木　

實

■
外
国
人
の
扶
養
親
族
の
透
明
化
と

さ
ら
な
る
改
善
を
求
め
る
意
見
書
の

国
に
対
す
る
提
出
に
関
す
る
陳
情
書

ほ
か
23
件
の
陳
情
書

陳
情
者
住
所　

北
葛
飾
郡
杉
戸
町
倉

松
一
丁
目
７
番
27
号

陳
情
者　

小
畑　

孝
平

■
旧
潮
止
揚
水
機
場
の
建
屋
取
り
壊

し
中
止
を
求
め
る
申
し
入
れ
書

陳
情
者　

八
潮
の
地
名
か
ら
学
ぶ
会

会
長　

秋
山　

憲
禮

陳
情

会
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
八
潮
市
教
育
委
員
会
委
員
に
、

中
川
ま
ど
か
氏
（
な
か
が
わ　

ま
ど

か
、
大
字
二
丁
目
２
７
９
番
地
３
）

の
任
命
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
55
号
　
八
潮
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て

　

３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
八
潮
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
に
、
小
倉
榮
子
氏
（
お
ぐ

ら　

え
い
こ
、
八
潮
七
丁
目
35
番
地

15
）
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し

た
。

■
議
案
第
56
号
　
人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
に
つ
い
て

　

６
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と

な
る
人
権
擁
護
委
員
に
、
昼
間
悦
子

氏
（
ひ
る
ま　

え
つ
こ
、
大
字
大
曽

議
　
案


